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　　　　　　市　の　人　口

　　　　（昭和62年３月１日現在）

世帯数　54,233世帯（前月比69世帯増）

人　口　169,401人（前月比266人増）

　　男　83,997人

　　女　85,404人

交通安全計画を策定第4次

宇治市

　
宇
治
市
交
通
安
全
対
策
会
議
（
国
、
府
と
市
で
構
成
。
会
長

は
池
本
正
夫
宇
治
市
長
）
で
は
、
こ
の
程
第
四
次
宇
治
市
交
通

安
全
計
画
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
多
発
す
る
交
通

事
故
、
特
に
死
亡
事
故
の
防
止
に
重
点
を
置
き
、
昭
和
六
十
五

年
度
ま
で
の
市
の
交
通
安
全
施
策
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

六
十
一
年
中
に
市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
は
八
百
五
十
九
件
。

悲
惨
な
人
身
と
物
件
事
故
を
合
わ
せ
一
日
約
二
・
三
件
も
発
生

し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
を
身
近
な
問
題
と
し
て
、
一
人
ひ
と

り
が
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
よ
う
。

▲一瞬の油断が招く悲惨な事故

　
交
通
安
全
計
画
は
、
交
通
安
全

対
策
基
本
法
に
属
つ
い
て
決
定
さ

れ
る
も
の
で
、
市
内
の
交
通
事
故

多
孤
偵
向
に
歯
止
め
か
而
］
け
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
未
了
］
。
特
に

死
亡
事
故
の
防
止
に
重
点
を
置
き
、

死
傷
者
数
の
着
実
な
減
少
を
目
標

と
し
、
次
の
施
策
を
積
極
的
に
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
ず
］
。

①
道
路
交
通
環
境
の
整
備

▼
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
五

　
ヵ
年
計
画
な
ど
に
よ
り
、
整
備

　
充
実
を
図
る
。

▼
歩
道
、
歩
行
者
専
用
道
路
の
拡

　
充
整
備
を
図
る
。

▼
効
果
的
な
交
通
規
制
に
よ
り
、

　
牛
活
環
境
の
安
全
か
確
保
す
る
。

▼
違
法
駐
車
な
ど
の
指
導
取
ぴ
締

　
ま
昨
を
強
化
す
る
。

②
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底

▼
生
涯
を
通
し
て
交
通
安
全
教
育

　
聚
殯
進
す
る
。

▼
交
通
安
全
を
目
的
と
ず
る
民
間

　
団
体
の
諸
事
業
に
対
し
て
、
援

　
助
・
協
力
を
行
う
。

③
安
全
運
転
の
確
保

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
ー
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　
着
用
の
徹
底
を
図
る
。

▼
運
転
者
の
労
働
条
件
の
適
正
化

　
を
図
る
。

④
車
両
の
安
全
性
の
確
保

▼
自
動
車
の
検
査
体
制
の
整
備
充

　
実
を
図
兪

⑤
道
路
交
通
秩
序
の
維
持

▼
交
通
の
指
導
取
ぴ
締
ま
り
m

　
化
す
る
。

▼
暴
走
族
対
策
の
強
化
を
図
る
。

⑥
緊
急
時
に
お
け
る
救
助
・
救
急

　
体
制
の
整
備

▼
救
急
救
護
に
対
す
る
理
解
m

　
め
、
救
急
業
務
の
充
実
を
図
る
。

⑦
損
書
賠
償
の
適
正
化
等

▼
交
通
事
故
被
害
者
援
助
活
動
を

　
推
進
す
る
。

⑧
踏
切
道
の
交
通
安
全

▼
踏
切
道
の
立
体
交
差
化
を
は
じ

　
め
、
保
安
設
備
の
整
備
、
交
通

　
規
制
等
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

　
市
で
は
今
後
、
こ
の
計
画
か
基

に
実
聾
箇
か
策
定
し
、
国
や
府

と
協
力
し
て
交
通
安
全
対
策
か
遥

め
る
こ
と
に
し
て
い
未
了
。

昨
年
の
交
通
事
故
（
市
内
）

負
傷
者
は
1
,
1
5
2
人
も

　
市
内
で
昨
年
中
に
発
生
し
た
交

通
事
故
は
八
百
五
十
九
件
。
一
日

平
均
に
す
る
と
二
・
三
件
の
割
合

に
な
り
ま
ず
。

　
死
者
は
八
人
で
、
一
日
平
均
○

・
○
二
人
が
亡
ぐ
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
負
傷
者
は
年
間
一
千
百
五

十
二
人
で
、
一
日
平
均
三
・
二
人

が
け
が
を
し
て
い
ま
す
。

　
全
体
の
５
割
が

　
　
２
輪
車
の
事
故

　
で
は
、
市
内
で
発
生
し
た
交
通

事
故
の
特
徴
は
ど
ｙ
つ
で
し
ま
示
。

　
実
情
牽
よ
く
見
つ
め
て
、
交
通

事
故
防
止
に
役
立
て
た
い
も
の
で

・
死
亡
事
故
は
、
高
齢
者
と
幼
児
、

　
つ
ま
り
交
通
弱
者
が
犠
牲
者
の

　
中
心
に
な
っ
て
い
毒
了
。

・
交
差
点
や
交
差
点
付
近
の
事
故

　
が
多
く
、
ま
た
裏
通
り
の
交
差

　
点
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

・
曜
日
別
で
は
土
曜
日
が
一
番
多

　
く
、
次
い
で
月
曜
日
と
な
っ
て

　
い
ま
す
。

・
二
輪
車
に
関
す
る
事
故
は
、
全

　
体
の
五
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
防
ぐ
特
効
薬
は
あ

り
ま
＼
ん
。
一
人
ひ
と
ぴ
が
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
の
な
い
町

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

現
在
配
布
中

　
市
で
は
こ
の
程
、
昭
和
六
十

二
年
度
の
『
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

と
手
び
き
』
（
Ａ
４
版
四
十
り
、

カ
ラ
ー
刷
り
）
を
発
行
。

春のクリーン宇治運動

　
今
年
で
四
年
目
か
迎
え
た
こ

の
『
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
ぴ

き
』
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
各
月

に
行
事
予
定
や
税
の
納
期
な
ど

昭和si年度版市民カレンダ

には、府立宇治公園の写真を使用。
－－－■－■響■－・・個－－－㎜－一個個個－

多
数
の
ご
参

加
を３月23日～29日市内各所で

を
掲
載
。
手
び
き
に
は
、
皆
さ

ん
の
日
常
牟
活
と
関
係
の
深
い

市
役
所
の
仕
事
、
保
健
予
防
日

程
表
、
各
種
相
談
案
内
な
ど
を

載
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
族

の
予
定
や
出
来
事
な
戸
を
記
入

す
れ
ば
、
義
が
家
の
一
年
の

記
Ｆ
と
し
て
保
存
出
来
ま
す
。

　
現
在
、
各
町
内
（
自
治
）
会

長
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
ご
家

庭
に
配
布
中
で
す
。
町
内
（
自

治
）
会
に
加
入
し
て
い
な
い
ご

家
庭
は
、
市
璧
陽
一
報
課
（
き

⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お
越
し
い

た
だ
ぐ
か
、
電
話
で
ご
連
絡
を
。

　
ま
た
、
四
月
末
日
ま
で
文
化

セ
ン
タ
ー
各
館
（
折
居
台
一
丁

目
）
や
、
星
尽
民
館
（
宇
治

里
尻
七
一
一
九
）
、
木
幡
公
民

館
（
木
幡
内
畑
三
四
－
七
）
、

小
倉
公
民
館
（
小
倉
町
寺
内
九

一
）
、
広
野
公
民
館
（
広
野
町
寺

山
一
七
）
に
カ
レ
ン
ダ
１
‐
タ
爵
一

い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
　
　
　
（
広
報
課
）

．１●・
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★青少年ｸﾘｰﾝ宇治運動

　●とき…３月29日（日）、午前９時～日時半●ところ…府立宇治公
園中の島周辺●問い合わせ…社会教育課（S@3I4I）へ。
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一
般
会
計
予
算
総
額

2
7
4
億
7
千
5
0
万
円
に

年
度
末
の
過
不
足
を
調
整

　
三
月
宇
治
市
議
会
定
例
会
】
は
、

三
月
十
三
日
本
必
］
議
が
開
か
れ
、

昭
和
六
十
一
年
度
宇
治
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
茎
〈
号
）
案
を
は

じ
の
、
特
別
会
計
五
事
業
と
企
業

　
（
水
道
）
会
計
の
各
補
正
予
算
案

な
戸
モ
議
案
が
提
案
さ
れ
、
同
日

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
は
、
職
員
給
与
改

定
な
ど
に
伴
う
減
額
調
整
や
、
公

共
下
水
道
事
業
の
負
相
金
、
老
人

保
健
事
業
の
医
療
給
付
費
の
追
加

な
ど
、
年
度
末
ま
で
の
見
込
額
算

定
に
よ
り
、
過
不
足
の
調
整
が
必

要
と
す
る
も
の
を
中
心
に
計
上
し

ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は
、

八
千
百
八
十
一
巡
（
千
円
で
、
補

正
後
の
最
終
予
算
額
は
、
二
百
七

十
四
億
七
千
五
十
万
三
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〈
一
般
会
計
〉

▽
第
四
十
三
回
国
民
体
育
大
会
等

　
開
催
準
備
亜
積
立
金
に
一
億

　
五
千
万
円
。

▽
城
南
衛
生
管
理
組
合
分
揖
盃
追

　
加
に
七
百
二
十
八
万
四
千
円

▽
職
員
給
与
改
定
及
び
調
整
組
替

　
等
で
一
千
四
百
六
十
七
万
一
八
千

　
円
の
減
額
。

▽
牛
活
保
護
扶
助
費
で
四
千
八
百

　
万
円
の
減
額
。

〈
特
別
会
計
〉

▽
交
通
災
害
共
済
事
業
に
二
百
四

　
土
八
万
一
八
千
円
の
追
加
。

▽
老
人
保
健
事
業
に
二
億
九
千
百

　
二
十
九
万
二
千
円
の
追
加
。

▽
公
共
下
水
道
事
業
で
三
千
百
五

　
土
八
万
一
千
円
の
減
額
。

6
2
年
度

市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
と
手
び

き

交
通
事
故
防
止
対
策
の
基
本
に

3月補正

加
入
し
て
い
ま
す
か

交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済

　
　
　
　
手
続
き
は
、
交
通
労
政
課
ま

　
　
　
た
は
お
近
く
の
金
融
機
関
で



1987年（昭和62年）３月21 日発行　け）
りよだ

4
月
1
3
日
か
ら
6
9
会
場
で

　
市
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
結
核
検
診
を
、
四
月
十
三
日
㈲
か
ら
一
ヵ

月
間
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
昨
年
度
は
三
千
七
十
八
人
が
受
診
し
、
そ
の
内

六
十
人
が
精
密
検
査
を
受
け
て
い
ま
す
。
結
核
は
毎
年
、
全
国
で
六
万
人
、

府
下
で
千
三
百
人
を
超
す
新
た
な
患
者
が
発
生
。
患
者
数
は
以
前
に
比
べ
て

か
な
り
減
少
し
て
来
て
い
る
も
の
の
、
減
少
傾
向
は
五
十
二
年
以
降
鈍
化
。

し
か
も
、
塗
抹
で
結
核
菌
の
陽
性
反
応
を
示
す
重
症
患
者
の
発
生
率
は
。

五
十
五
年
以
降
少
し
ず
つ
増
加
し
て
来
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
結
核
に
対
す

る
一
般
の
関
心
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
、
一
つ
の
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
進
ん
で
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

食品業の人も

　　　併せて行います

結核検診受診票(当日､会場にもあります)
結核検診の実施要項

検診日 年　　　月　　　日 Ｘ線番号

住　所 宇治市
電

話

ふりかな
氏　名

男

女
明･大･昭　　年　　月　　日生（　歳）

結核検診受診票（当日、･会場にもあります）

検診日 年　　　月　　　日 Ｘ線番号

住　所 宇治市
電

話

ふりかな
氏　名

男

女
明･大･昭　　年　　月　　日生（　歳J

▼
検
診
内
容
…
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
。

▼
対
象
・
：
1
5
歳
以
上
の
市
民
（
費
用
は
無
料
）
。

▼
受
診
…
右
の
受
診
票
に
一
人
一
枚
記
入
の
上
、

　
直
接
会
場
へ
　
（
食
品
業
の
人
も
、
今
年
度
か

　
ら
は
今
回
の
実
施
日
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
定
期
健
康
診
断
時
に
は
行
い
ま
せ
ん
）
。

▼
検
診
会
場
と
日
程
・
：
左
上
表
。

▼
注
意
事
項
…
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
疑
い
の

　
あ
る
人
は
、
受
診
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
受

　
診
時
に
は
、
金
具
そ
の
他
付
属
品
の
付
い
た

　
衣
類
は
着
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　　問い合わせ

保健予防課(電話⑩3141)

す
す
ん
で
受
け
ま
し
ょ
う

一般健康診査

成
人
病
対
策
は

　
　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で

6会場で血圧相談

みそ汁の塩分測定も

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理

の
一
つ
と
し
て
、
市
内
六
合

を
二
ヵ
月
に
一
回
巡
回
し
て
、

血
圧
相
談
を
開
い
て
い
ま
す
。

血
圧
測
定
、
健
康
、
栄
養
相
談

の
外
、
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
や

減
塩
食
の
試
食
、
尿
検
査
も
併

せ
て
行
い
ま
す
。

　
日
程
・
会
場
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
健
康
手
帳
を
お
持
ち

の
人
は
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

　
〈
持
参
す
る
も
の
〉

▼
み
そ
汁
の
梅
呑
測
定
の
場
合

　
・
：
具
牽
入
れ
な
い
で
、
コ
″

　
プ
に
半
分
位
。

▼
尿
検
査
の
場
令
：
起
床
竺

　
番
の
尿
を
コ
″
プ
に
半
分
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

血
圧
相
談
の
日
程
表

・

在
宅
ね
た
き
り
者
訪
問
指導

「

対象 時間 場　　所 62年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

63年
１月 ２月 ３月

市

民

９時半

　S

11時

開公民分館 ① ７ ① ５５ ４

三室戸集会所○
-

19 21 ⑧ 18 19

小倉公民館 ⑧ 26 28 ○ 11 26

広野公民館 ① 31 ４ ① ８ ４

城南荘集会所 ○
-

17 18 ⑧ 22 18

木幡公民館 ○ 25 ○ 2524 29

※○印＝みそ汁の塩分測定、□印＝減塩食試食、無印＝検尿（血圧測定・健康相談以外に行い※○印＝みそ汁の塩分測定、□印＝減塩食試食、無印＝検尿（血圧測定・健康相談以外に行い

　ます｡）
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結核検診が始まります

　　

6
2
年
度
結
核
検
診
の
日
程
表

費用は無料
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市治宇(3) 第768号

４
月

2^
日
附

笠

取

地

区

4
H

20
日
㈲

炭

山

地

区

４
月

16
日
田

白

川

地

区

５
月

12
日
(火)

５
月
７
日
(徊

４
月

28
日
(火)

４
月

24
日m

４
月

23
日
('M

４
月

22
日
俐

４
月

16
日
(村

４
月

14
日
(火)

４
月

13
日
間

宇

治

地

区

５
月

11
日
叩

５
月
７
日
(木)

４
月

17
日
岡

４
月

13
日
㈲
明
星
町

菟
道
地
区

５
月

11
日
01)

４
月

28
日
(火)

４
月

22
日
(水)

４
月

20
日
川

４
月

17
日
(斜

４
月

15
日
(氷)

４
月

13
日
㈲

五

ケ

庄

地

区

５
月

13
日
(徊

５
月

11
日
(1)

５
月
８
日
溺

４
月

20
日
01）

４
月

15
日
(4)

９
時
半
S

10
時

９
時
半
S

50
分

13
時
半
S

14
時

14
時
半
S

15
時

13
時
半
S

14
時

14
時
半
S

15
時

14
時
半
S

15
時

９
時

15
分
S

45
分

14
時
S

15
時

13
時

15
分
S

45
分

14
時
半
S

15
時

14
時
半
S

15
時

14
時
半
S

15
時

14
時
半
S

15
時

13
時
半
S

14
時

９
時
半
S

10
時

９
時
半
S

10
時
半

13
時
半
S

14
時

10
時
半
S

11
時
半

13
時
半
S

14
時

14
時
半
S

15
時

13
時
半
S
14
時

13
時
半
S
14
時

13
時
半
S
14
時

14
時
半
S

15
時

９
時
半
S
10
時

10
時
半
S
11
時

９
時
半
S
10
時

14
時
半
S
15
時

11
時
S
11
時
半

９
時
半
1

10
時
半

11
時
S
11
時
半

13
時
半
S

15
時

10
時

45

分

　S
11
時

45
分

13
時
半
S
15
時

笠

取

小

学

咬

炭

山

陶

芸

村

柱

商

店

前

ユ

ー－
チ

カ
蔭

山
杜

宅
集
会
所

中
宇
治
老
人
園
芸
広
場

宇
治
琵
琶
台
集
会
所

宇･

治

公

民

館

善

法

隣
保
館
前

保
健
医
療
セ
ン
タＩ

宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
１

野

神

集

会

所

宇

治

保

健

所

県

神

社

老
人
福
祉
セ
ン
タ
｜

京
阪
宇
治
駅
前
駐
車
場

保
健
医
療
セ
ン
タ
｜

一一一

室

一
戸

集

会･

所

下

岡

建

設

㈱

明
星
町

集
会
所

京
都
少
林
寺
専
修
高
等
学
校

明

星

保

育

所

束
宇

治
幼
稚
園

京
都
生
協
東
宇
治
セ
ン
タ
｜

南

部

小

学

校

青
少
年
文
化
研
修
道
場

宇

治

小

学

校

岡

屋

小

学

校

福
角
市
営
住
宅
内

万

福

寺
駐
車
場

束
宇
治
高
等
学
校

御
蔵

山
小

学
校

六
地

蔵
公
会
堂

宇
治
で;

ツ
プ
セ
ン
タ
Ｉ

木

幡

神

社

内

木

幡

公

民

館

５
月

13
日
(釦

４
月

28
日
(火)

４
月

27
日
()])

４
月

24
日
旧

４
月

23
日
田

４
月

16
日
出

４
月

13
日
㈲
広
野

大
久
保
地
区

５
月

12
日
(火

５
月
８
日
(句

４
月

23
日
田

４
月

21
日
(火)

４
月

16
日
俐

伊

勢

田

地

区

５
月
８
日
倒

４
月

23
日
田
南
陵
町

開
地
区

５
月

12
日
(火)

５
月
７
日
出

５
月
６
日
(水)

４
月

27
日
㈲

４
月

21
日
(火)

４
月

17
日
倒

４
月

14
日
(火)

小

倉

地

区

５
月
７
日
(村

５
月
６
日
(水)

４
月

27
日
㈲

４
月

21
日
(火)

４
月

20
日
(1)

４
月

14
日
(火)

横

島

地

区

５
月

13
日
(40

４
月

24
日
(倒

神

明

地

区

４
月

22
日
(刺

13
時
半
S
14
時

LO
時

15

分
S

11
時

45
分

11
時
S

11
時
半

９
時
半
S
10
時
半

11
時
S

11
時
半

13
時
半
S
14
時

10
時
半
S
11
時
半

10
時
半
S
11
時
半

９
時
半
S
10
時

９
時
半
S
10
時

10
時
半
S
11
時

14
時
半
S

15
時

９
時
半
S

10
時

10
時
半
S

11
時半

９
時
半
S

10
時

10
時
半
S

11
時半

10
時
半
S

11
時半

13
時
半
S

14
時

10
時
半
S

11
時半

14
時
半
S

15
時

13
時
半
S

14
時

９
時

15
分
S

45
分

13
時
半
S

15
時

10
時
半
1

11
時半

９
時
半
S

10
時

14
時
半
S

15
時

９
時
半
S

10
時

13
時
半
S

14
時

10
時

15
分

　S
11
時

45
分

13
時
半
1

14
時

９
時
半
S

10
時

14
時
半
S

15
時

９
時
半
l

10
時
半

10
時
半
Sn
時

大

開

小

学

校

大

久

保
小

学
校

一一チ

イ
大

久
保
店

平

盛

小

学

校

□
１
ソ
ン
一
里
山
店

広

野

中

学

校

旦

椋

公

会

堂

西
大
久
保
小
学
校

西

宇

治
中

学
校

名

木

集

会

所

伊

勢

田

神

社

伊

勢

田
小

学
校

喫
茶
グ
リ
１
ン
ス
ポ
ッ
ト

開

公

民

分

館

南

陵

集

会

所

小
倉
双
葉
園
駐
車
場

西

小

倉
中

学
校

堀
池
集
会
所

心宇

治
市
Ｗ

丸
山
百
貨
店
駐
車
場

西

小

倉
小

学
校

久
保
－瓦

山
際

ガ
レ

｜
ジ

レ
ス
ト
－
フ
ン
ア

ル
フ
　ア

駐
車
場

西

小
倉

集
会
所

関
西

西
友
宇
治
店
前

横

島

小

学

校

一

の
坪

集
会
所

上
羽
商
事
南
支
店

横

島

中

学

校

紫
ケ
丘
公
民
分
館

宇
治
農
協
横
島
支
所

巨
椋
池
土
地
改
良区

神

明

小

学

校

城

南
荘

集
会
所

中

谷

氏

宅

前

･-一一
｝　　　　　　　ｒ　｀

J　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　A● 1λ-Ai立　　禰μ－　　　　　　　　ITa MJ S'
　
結
核
を
は
じ
め
、
中
・
高
年
に
　
と
お
り
で
す
。
詳
し
ぐ
は
、
五
月

多
い
成
人
病
の
早
期
発
見
の
た
め
　
（
予
定
）
に
発
行
す
る
「
市
政
だ
よ

の
各
種
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
り
」
で
お
知
ら
せ
に
落
チ
。

結
核
以
外
の
検
診
事
業
は
左
表
の
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

その他検診事業の一覧表

検診名 対象 内　　容 実施月

一般健康診査

io歳以上

問診、血圧測定、診察
検尿、血液検査、心電図
眼底検査

６月～8月

　(予定)

胃ガン検診 問診、x線間接バリウム造影４月～5月
(受け付け中)

子宮ガン検診

3o歳以上

問診、内診、視診、細胞診６月-8月
　(予定)

乳ガン検診 問診、視診、触診 ６月～7月
　(予定)

肺ガン検診io歳以上
レントゲン間接m影.問診

かくたん検査(■要な人のみ）
結核検診日
と同じ

胃ガン検診の

　お申し込みはお早目に

　申し込み・問い合わせ　保健予防課(電話223l4l）

4
0
歳
以
上
が
対
象

　
市
で
は
、
老
人
保
健
法
に
基

づ
き
、
卯
冦
以
上
を
対
象
に
、

病
気
や
け
が
な
ど
で
家
庭
で
寝

た
き
り
の
人
、
ま
た
は
こ
れ
に

準
ず
る
状
態
の
人
に
対
し
て
、

保
健
婦
や
看
護
婦
が
訪
問
の
上
、

保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
清
潔
保
持
、
体
位
変
換
、
拘
縮

予
防
、
裾
癒
予
防
な
ど
の
看
護

方
法
、
栄
養
、
運
動
、
牛
活
な

ど
の
療
養
方
法
、
ま
た
在
宅
療

養
条
件
の
整
え
方
に
つ
い
て
の

指
導
か
行
い
ま
す
。
詳
し
ぐ
は
、

保
健
予
防
課
へ
。
（
保
健
予
防
課
）

寝
た
き
り
老
人

　
家
庭
看
護
教
室

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と

お
り
▼
対
象
・
・
・
寝
た
き
り
老
人

や
病
人
牽
抱
え
る
家
族
、
将
来

看護教室の日程表

に
備
え
て
学
び
た
い
人
▼
申
し

込
み
…
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
保
健
所
）

4／5(川) 3/31(火

午後１時半～４時

　　●　●
．実講

家　　義

庭習　．

看　　看

護　　護

技　　の

術　　心

“　　得

心　　に
寸

劇
－

　　●　●
　。講講

家義義

庭と　．

で実老

出習人

来　　の

・る　　特

　簡　　fa-

　単　　と

　な　　健

　.■Ill　　康

　練　　観

　“　　察
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国民年金保険料が改定

４月から月額7,400円

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料

が
、
こ
れ
ま
で
の
月
額
七
千
百
円
か
ら
七
千
四

百
円
（
付
加
込
み
保
険
料
は
、
月
額
七
千
五

百
円
か
七
千
八
百
円
）
に
引
准
上
げ
ら
れ
卓
子
。

　
国
民
年
金
の
給
付
に
必
要
な
財
源
は
、
保
険

料
と
国
庫
負
担
、
運
用
利
子
に
よ
っ
て
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。
保
険
料
は
、
国
民
年
金
の
財
政
が

健
全
に
保
た
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
、
急
に
負
担

が
重
く
な
ら
な
い
ぷ
つ
に
段
階
的
に
引
良
王
げ

β
れ
て
い
ま
す
。

　
六
十
二
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
納
付
通
知

書
は
。
四
月
二
十
日
ご
ろ
に
郵
送
し
ま
す
。
な

お
、
六
十
二
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
一
年
分
の

保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
八
万
八
千
八
百
円
が

八
万
六
土
八
百
六
十
円
（
付
加
込
み
保
険
料

は
、
九
万
三
エ
〈
百
円
か
九
万
一
千
三
百
四
十

円
）
に
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
配
偶

者
『
（
健
康
保
険
で
、
被
扶
養
と
し
て
認
定
さ
れ

て
い
る
人
）
は
、
昨
年
四
月
か
ら
第
三
号
被
保

険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
必
ず
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
保
険
料
は
自
分
で
納
め
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
（
保
険
年
金
課
）

国民健康保険証の

更新(切り替え)は済みましたか

　
宇
治
市
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
三
月
上
旬

か
ら
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新
（
切

昨
替
え
）
か
仔
っ
て
い
ま
す
。
加
入
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
手
元
に
新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い

た
で
し
よ
フ
か
。
大
半
の
方
に
は
、
簡
易
書
留

で
郵
送
し
て
い
ま
す
。
集
金
人
が
保
険
料
夕
徴

収
し
て
い
る
人
に
は
、
集
金
人
が
順
次
更
新

　
（
切
び
替
え
）
に
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い

人
は
、
至
急
、
市
役
所
保
険
年
金
課
（
き
⑩
3

1
4
1
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
四
月
一
日
か
ら
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
で

な
い
と
、
医
療
機
関
で
受
診
出
来
ま
せ
ん
　
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

「
肺
ガ
ン
検
診
」
も
　

同
時
に
行
い
ま
す

3月31日（火）

4月5日（日）
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宇治大谷に新設

利用者を募集

　
市
で
は
、
お
年
寄
り
の
生
き
が

い
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
市
内
四

ヵ
所
に
老
人
園
芸
ひ
ろ
ぱ
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　
野
菜
や
花
つ
く
り
舎
尹
ぶ
な

が
ら
、
土
か
耕
す
こ
と
で
健
康
を

保
ち
、
お
互
い
の
交
流
か
深
め
て

い
た
だ
こ
.
ｒ
と
い
.
ｒ
v
t
Ｓ
の
v
ｕ
す
。

　
今
回
、
宇
治
大
谷
に
新
た
に
老

人
園
芸
ひ
ろ
ば
を
開
設
。

　
ご
希
望
の
人
は
、
次
の
要
領
で

お
申
し
込
み
ぐ
だ
さ
い
。

　
（
利
用
出
来
る
人
）

　
・
満
六
十
歳
（
四
月
一
日
現
在
）

　
以
上
の
人

　
・
宇
治
市
に
住
民
登
録
、
外
人

　
登
録
さ
れ
て
い
る
人

･●野菜の手入れに励むお｜

　年寄り（伊勢田老人園｜

　芸ひろば）

･-------------･--------･------･■---

　
・
他
の
老
人
園
芸
ひ
ゑ
皆
莉

　
用
し
て
い
な
い
人

〈
と
こ
ろ
）

宇
治
大
谷
3
1
（
広
野
町
小
根
尾

児
童
公
園
前
）
。
・
区
画
数
は
禾

定
。
大
き
さ
は
、
１
区
画
が
1
0

平
方
μ
、
Ｉ
世
帯
に
つ
き
Ｌ
区

画
に
限
る
。

｛
利
用
期
間
｝

　
四
百
月
初
旬
か
ら
6
4
年
１
月

　
1
5
日
ま
１
利
用
は
無
料
。

（
申
し
込
み
）

　
３
月
2
8
日
出
ま
で
に
、
本
人
が

　
印
鑑
か
痔
っ
て
福
祉
事
務
所
福

　
祉
課
へ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。
Ｓ

　
募
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
で
決

　
め
零
す
。
　
　
　
（
福
祉
課
）

Ｆ
十

集
会
所
の
利
用
は

　
　
秩
序
を
守
っ
て

　
市
内
に
は
現
在
、
七
十
九
ヵ

所
の
集
会
所
が
あ
り
ま
す
。
自

治
会
・
町
内
会
を
は
じ
め
、
子

μ
七
会
、
婦
人
会
、
喜
老
会
、

サ
ー
ク
ル
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
地

域
活
動
に
広
く
利
用
征
れ
て
い

求
す
。

　
集
会
所
の
利
用
か
希
望
ず
る

団
体
は
、
各
集
会
所
の
管
理
者

へ
申
し
込
ん
＼
ｙ
v
だ
さ
い
。
集

会
所
の
運
営
規
則
や
約
東
事
項

な
ど
聚
守
り
、
秩
序
あ
る
利
用

を
お
願
い
し
ホ
ｙ
。
特
に
、
営

利
を
目
的
に
し
た
利
用
（
月
謝

な
芦
派
吸
収
す
る
塾
も
含
む
）

は
、
一
切
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご

亨治大谷
老人間驀ひろば

注
意
ぐ
だ
さ
い
。
一

　
な
お
、
各
集
　
　

会
所
に
は
駐
車
一

場
が
あ
り
ま
せ
Ｉ

ん
。
自
動
車
、
】

ン犬尚罰ス

停

お買物のめやす消費者物価

20（3月分）

3)｜

i

｜

　この公表価格は、3月初めに宍 LA,したm費生活モ

ニター店頭価格調査に基づくものです｡(商工観光課)

品　目 規　　　格 平均価格
価格状況

琵 最低(i格対前月比 対前年比

灯　　油
18(店頭 rn

　％ 4.6 A3S.? Ｊ 63)円

18(配達 794 2.6▲37.3 900 650

ガソリン
レギュラー1り
売り 118 3,5▲13.9 120 no

ティッシュ

　ペーノl－
400
枚入１箱

(タリわμ･スコッテｎ 157 1.3 2.6 175 138

台所用
　　ラップ

サランラップ
30011X20 m 223 ０ 1.4 240 158

アル

イル25cmX8 m 170 1.2 6.3 188 138

シャンプー 液体ポリ容器220CC
花王エッセンシャル 230 .0 ０ 230 230

洗濯用　粉石けん 2.4kg 877 1.9 I.O 980 727

牛　　肉すき焼用中程度100 g 360 5.0 4.7 450 250

ts さけ 切身100g 320 0.9▲2.7 398 200

バレイショ 男爵lo)g 19 5.6▲9.5 30 15

キャベツ中玉約Us 95 A6.9▲58.3 150 48

鶏　　卵
Ｍサイズパック入
10個 156▲3.1▲32.8 203 135

食用油
日清サラダ油
ポリ容器入10)0g 508 0.6／ 638 390

t.よう油キッコーマン濃nポリ容器入11 244▲4.3／ 338 158

砂　　糖上白1kg 247▲2.8▲5.4 268 189

小麦粉 日清小麦粉フラワーug c碑力粉） 196 A3.0A 5.8 213 129
インスタント
　コーヒー ネスカフI.ェクセラ

瓶入150 g 1,010▲6.1▲4.1 1,125 898

み　　そタヶヤミソ1kg 320▲2.1▲0.6 358 198

ft /ン
普通品1片
(スライスしたもの) 166 1.2 3.1 180 I3S

洗濯代 ワイシャツ白の長そで 167▲1.8 7.1 250 120
▲印は減

お
知
ら
せ

　
交
通
遺
児
奨
学
資
金

　
中
学
校
卒
業
時
に

　
市
で
は
、
交
通
事
故
で
親
等
を

な
ぐ
し
た
子
μ
七
た
ち
の
健
全
な

育
成
の
た
め
、
交
通
遺
垠
際
釜

を
支
給
し
て
い
‘
’
ヂ
。

　
▼
支
給
内
容
・
Ｌ
中
学
校
卒
業
時

に
二
万
円
▼
申
請
・
：
３
月
2
5
日
困

ま
で
に
市
璧
琲
交
通
労
政
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
の
参
加
者
を

募
集
し
示
ｙ
。

　
▼
欠
字
・
４
月
１
１
Ｈ
出
1
2
6
日

］
：
：
：
：
：
：
…
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
Ｊ

一
　
6
0
年
度
宇
治
市
集
会
所
利
用
状
況
　
一

一
　
（
総
利
用
件
数
一
一
、
八
一
三
件
）
　
一

㈲
の
毎
笛
・
日
曜
日
の
６
日
間
、

土
曜
日
は
午
雰
ゑ
７
５
時
。
日

曜
日
は
午
前
９
時
～
正
午
▼
と
こ

う
・
・
東
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼

対
象
・
定
員
・
・
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
高
校
生
以
上
の
初
心
者
4
0

人
▼
申
し
込
み
・
・
・
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
・
生
年
月
日
、
電
話

番
号
か
明
記
し
、
〒
Ⅲ
宇
治
琵
琶

4
5
・
栄
治
市
教
育
委
員
心
一
市
民
体

育
課
「
硬
式
テ
ニ
ス
係
」
へ
（
３

月
2
8
日
消
印
有
効
）
。
返
信
用
は
が

き
に
も
邑
所
、
氏
名
を
お
忘
れ
な

く
。
応
募
者
多
数
の
握
ほ
抽
選

し
ま
す
。
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
円
高
関
連
と

　
定
期
巡
回
移
動
相
談

　
円
高
の
進
行
で
関
連
下
請
け
中

小
企
業
へ
の
影
響
が
懸
念
吝
れ
て

い
毒
丁
。
こ
れ
ら
の
中
小
企
業
の

取
引
あ
っ
せ
ん
に
か
か
る
諸
問
題

に
つ
い
て
相
談
に
否
公
子
。

　
▼
と
き
…
３
月
2
7
日
面
、
午
後

１
時
１
２
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
地

方
振
興
局
▼
対
象
・
：
府
下
中
小
企

業
の
製
造
業
（
建
設
業
を
除
ぐ
）

▼
相
談
員
・
：
闘
京
都
府
中
小
企
業

振
興
公
社
職
員
。
（
商
工
観
光
課
）

　
不
動
産
無
料
相
談
会

　
▼
と
き
・
：
４
月
３
Ｒ
倒
、
午
前

1
0
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
文

化
会
館
３
階
練
習
室
▼
内
容
・
・
土

地
の
評
価
な
ど
▼
主
催
・
：
肋
日
本

不
動
産
鑑
定
協
会
近
畿
会
京
都
部

会
。
　
　
　
　
　
　
（
用
地
課
）

みんなで来てね

　　な　.。.　・とき…３月25日(水)

おはなし会　午後３時半～４時■と

ころ…中央図書館集会室・内容…おはなし、

読み聞かせ、紙芝居・対象…幼児から小学

校低学年・参加費…無料■問い合わせ…中

央図書館(き⑩i5ii)へ。

おはなしを楽しむ会　

吉磁

3時~

3時半■ところ…小倉公民館保育室

・内容…おはなし、朗読■対象･､･･小学校低

学年■参加費…無料■問い合わせ…中央図

書館サークル｢絵本の会｣代表・後藤礼子

さん(0⑩8991)へ。

　　　　　　　　　　(中央図書館)

　
昭
和
六
十
二
年
度
宇
治
市
福

祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
券
敬
三

月
二
土
八
日
閑
か
ら
交
付
し
ま

す
。

　
次
の
１
・
２
共
に
該
当
す

る
人
は
、
４
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
と
印
鑑
忿
持
っ

て
、
福
祉
課
ま
で
お
越
１
　
こ
だ

さ
い
。

　
▼
対
象
者
・
・
小
　
市
内
に
居

住
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を

営
け
て
ぃ
る
障
害
者
。
ふ
　
の

視
覚
障
害
程
度
が
一
級
ま
た
は

二
級
⑧
ｒ
肢
及
び
体
幹
の
障
害

程
度
が
一
級
ま
た
は
二
級
（
Ｅ
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
膀
胱
、

直
腸
ま
た
は
小
腸
機
能
の
障
害

程
度
が
一
９
　
晨
育
手
帳
が
Ａ

判
定
函
よ
宿
い
ず
れ
か
一

項
目
以
上
該
当
）
。
（
福
祉
課
）

　
江
戸
時
代
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教

を
信
仰
す
る
こ
と
が
、
固
く
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
ひ
そ

か
に
キ
リ
ス
ト
や
マ
リ
ヤ
の
像
を

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
こ
う

ま
つ
っ
て
、
信
仰
を
つ
づ
け
て
い

　
　
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

た
人
た
ち
も
い
ま
す
。
こ
の
人
た

ち
を
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
言

い
ま
し
た
。

　
え
ど
ぱ
く
ふ
　
　
ぱ
く
だ
い
　
し
ょ
う
さ
ん

　
江
戸
幕
府
は
、
莫
大
な
賞
金
を

か
け
て
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
発
見

でれ子こ仰iに
つ
と
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
儲

の
ち
か
ら
は
９
　
耐
く
、
隷
か
ら

明nてへ

治u " ''

こ
　
　
ま
″
｀
・
　
　
う

子
か
ら
孫
へ
と
受
け
つ
が

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
ま
ま

　
　
じ
だ
い
　
む
か
　
　
い
ぇ

の
時
代
を
迎
え
た
家
が
、

隠れキリシタ
ンと宇治

あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
ば
し
め
に
は
、
宇

治c
で江え

も戸ど
隠t時Ｃ
れ代S

キ
リ
シ
タ
ン
の
疑
い

を
う
け
た
Ｍ
が
い
ま
し
た
。

十
二
沢
（
一
六
三
五
）
十
一

｛
t
ｆ
:
５
ｓ
'
ｉ
ｉ
ｌ
＊
£
に
砂
ん
で
ぃ

忿寛t

　永5

十
二
年
（
一
六
三
五
）
十
一
月
に

｛
t
ｆ
:
５
ｓ
'
ｉ
ｉ
ｌ
＊
£
に
砂
ん
で
い
む
鮒

m
＜
の
ｔ
ｔ
i
-
i
＾
ｉ
Ｅ
:
＋
Ｋ
!
Ｅ
が
・
キ

リ
シ
タ
ン
だ
と
い
う
こ
と
で
揃
え

ら
れ
ヽ
が
耐
眼
か
根
彫
に
怜
き
猷

十こ代SI斎£年たさ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
正
保

（
一
六
四
六
）
九
部
に
は
ヽ

正4三

と
い
う
お
坊
さ
ん
が
京
都
所
司

の
ろ
う
屋
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

月だの

に人望

は
六
年
の
ち
の
承
応
元
年

、
ろ
う
影
ぐ
ら
し
の
ま
ま

⑩

か
く
な
っ
・
た
と
い
う
こ
と
で
す
．

　
そ
の
こ
ろ
は
．
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ

ン
が
い
ま
す
」
と
訴
え
出
る
と
、

ほ
う
び
が
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と

か
ら
．
賞
金
め
あ
て
の
無
責
任
な

ン
だ
」
と
謔
え
た
が
痴
の
Ｍ
″

ま
し
た
。
ひ
く
な
っ
た
細
部
の

一
Ｒ
キ
リ
シ
タ
沁
だ
っ
た
か
ら
、

妙;夫μヽ

寿
も
そ
う
に
違
い
な
い
と
い
う
の

てで
　｀す
大j: ゜

坂S妙;

で寿旨

取とは
す
ぐ
に
つ
か
ま
っ

り
調
べ
ら
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
か
の
じ
よ
　
　
お
『
と

た
。
で
も
彼
女
は
、
夫
が
キ
リ
シ

タ
ン
に
な
っ
た
と
き
に
強
く
反
対

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
。
と
が

め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
本

当
に
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
の
か
ど
。

う
か
は
。
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
こ
は
た
　
の
う
げ
い
ん
　
う

　
し
か
し
、
木
幡
の
能
化
院
や
宇

治
の
浄
土
院
な
ど
に
は
、
隠
れ
キ

　
　
　
　
　
　
ひ
と
し
　
　
お
が

リ
シ
タ
ン
が
人
知
れ
ず
拝
ん
で
い

た
も
の
と
い
わ
れ
る
キ
リ
シ
タ
ン

ど
ぅ
　
　
　
お
り
ぺ
が
た
　
と
う

灯
ろ
う
（
織
部
形
の
灯
ろ
う
）
が
あ

り
ま
す
。
宇
治
の
あ
ち
こ
ち
に
も
。

　
　
　
　
　
し
λ
こ
う
　
ま
し
　
　
い
　
　
ぬ

ひ
そ
か
に
信
仰
を
守
っ
て
生
き
抜

い
た
人
た
ち
が
、
数
多
く
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
　
（
歴
史
資
料
館
）

708

車
な
ど
で
の
来
所
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
徒
歩
で
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
柔
す
。

　
　
　
　
　
　
（
管
財
契
約
課
）

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

老人園芸

ひろば

福祉タクシーの利用権　3
月26日から交付
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